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【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　三次元ビデオ符号化または復号化システムのための方法であって、前記方法は、
　現在のブロックに関連する処理されるデータを受信する工程と、
　前記現在のブロックの空間隣接ブロックに関連する空間候補、および、前記現在のブロ
ックのビュー間候補と時間的候補であって、一つの候補が、一つの運動ベクトル候補また
は一つの視差ベクトル候補に対応する前記各候補を決定する工程と、
　ひとつ以上の特定の空間候補、および、前記ビュー間候補と前記時間的候補の少なくと
もひとつに対する選択工程を適用して、保留候補集合を生成する工程であって、
　　前記ひとつ以上の特定の空間候補は、前記空間候補の一部であり、
　　前記選択工程は、
　　　前記特定の空間候補の各々を前記ビュー間候補と前記時間的候補の少なくともひと
つと比較する工程と、
　　　前記特定の空間候補が、前記ビュー間候補と前記時間的候補の少なくともひとつと
同じ動き情報を有する時に、前記特定の空間候補を除去する工程とを有する
　前記選択工程を適用して保留候補集合を生成する工程と、
　前記保留候補集合を含むマージ／スキップ候補リストを生成する工程と、
　前記処理されるデータが、マージ／スキップモードで、符号化または復号化されるとき
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、前記マージ／スキップ候補リストを用いて、ビュー間予測符号化または復号化を、前記
処理されるデータに適用する工程と、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ひとつ以上の特定の空間候補および前記ビュー間候補は前記選択工程により処理さ
れ、前記時間的候補は、前記選択工程から除外されることを特徴とする請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　前記ひとつ以上の特定の空間候補の各々は、予め規定された隣接するブロックの位置に
基づいて決定されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　Ａ１候補が前記ひとつ以上の特定の空間候補に属し、Ａ１ブロックが前記現在のブロッ
クの左下側に隣接するものであるとき、当該Ａ１候補が、前記ビュー間候補または前記時
間的候補と同じ動き情報を有する場合、当該Ａ１候補は候補リストから除外されることを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　Ｂ１候補が前記ひとつ以上の特定の空間候補に属し、Ｂ１ブロックが前記現在のブロッ
クの右上側に隣接するものであるとき、前記Ｂ１候補が、前記ビュー間候補または前記時
間的候補と同じ動き情報を有する場合、当該Ｂ１候補は前記候補リストから除外されるこ
とを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ビュー間候補は、常に、前記保留候補集合中で保留されることを特徴とする請求項
１に記載の方法。
【請求項７】
　三次元ビデオ符号化または復号化システムのための装置であって、前記装置は、
　現在のブロックに関連する処理されるデータを受信する手段と、
　前記現在のブロックの空間隣接ブロックに関連する空間候補、および、前記現在のブロ
ックのビュー間候補と時間的候補であって、一つの候補が、一つの運動ベクトル候補また
は一つの視差ベクトル候補に対応する前記各候補を決定する手段と、
　ひとつ以上の特定の空間候補、および、前記ビュー間候補と前記時間的候補の少なくと
もひとつに対する選択工程を適用して、保留候補集合を生成する手段であって、
　　前記ひとつ以上の特定の空間候補は、前記空間候補の一部であり、
　　前記選択工程は、
　　　前記特定の空間候補の各々を前記ビュー間候補と前記時間的候補の少なくともひと
つと比較する工程と、
　　　前記特定の空間候補が、前記ビュー間候補と前記時間的候補の少なくともひとつと
同じ動き情報を有する時に、前記特定の空間候補を除去する工程とを有する工程である
　　前記選択工程を適用して、保留候補集合を生成する手段と、
　前記保留候補集合を含むマージ／スキップ候補リストを生成する手段と、
　前記処理されるデータが、マージ／スキップモードで、符号化または復号化されるとき
、前記マージ／スキップ候補リストを用いて、ビュー間予測符号化または復号化を、前記
処理されるデータに適用する手段と、
　を有することを特徴とする装置。
【請求項８】
　インター予測、マージまたはスキップモードを用いる三次元ビデオ符号化または復号化
システムのための方法であって、前記方法は、
　現在のブロックに関連する処理されるデータを受信する工程と、
　前記現在のブロックの空間隣接ブロックに関連する空間候補と前記現在のブロックのビ
ュー間候補であって、一つの候補が、一つの運動ベクトル候補または一つの視差ベクトル
候補に対応する前記各候補を決定する工程と、
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　前記ビュー間候補と前記空間候補の一部を含む選択候補集合に、前記選択候補集合中の
任意の冗長候補を除去する選択工程を適用し、保留候補集合を生成する工程と、
　前記保留候補集合を含むインター予測、マージまたはスキップ候補リストを生成する工
程と、
　前記処理されるデータが、それぞれ、前記インター予測、マージまたはスキップモード
で符号化、または、復号化されるとき、前記インター予測、マージまたはスキップ候補リ
ストを用いて、ビュー間予測符号化または復号化を、前記処理されるデータに適用する工
程と、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項９】
　前記選択候補集合は、前記ビュー間候補、第一空間候補および第二空間候補を含み、前
記選択工程は、前記ビュー間候補と前記第一空間候補間の一比較、および、前記ビュー間
候補と前記第二空間候補間の別の比較に対応することを特徴とする請求項８に記載の方法
。
【請求項１０】
　前記第一または第二空間候補が、前記ビュー間候補と異なる場合のみ、前記第一または
第二空間候補が、それぞれ、前記インター予測、マージまたはスキップモードの前記イン
ター予測、マージまたはスキップ候補リスト中で保留されることを特徴とする請求項９に
記載の方法。
【請求項１１】
　さらに、前記現在のブロックの時間的候補を決定する工程を含み、前記選択候補集合は
、さらに、前記時間的候補を有することを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　Ａ１ブロックは、前記現在のブロックの左下側に隣接し、Ｂ１ブロックは、前記現在の
ブロックの右上側に隣接するものであるとき、前記選択候補集合中の二個の空間候補は、
Ａ１とＢ１ブロックに関連することを特徴とする請求項８に記載の方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】３Ｄビデオ符号化におけるビュー間候補導出の方法と装置
【技術分野】
【０００１】
　この出願は、２０１２年７月２日に出願された“Modification of the pruning proces
s for interview candidate”と題された米国特許仮出願番号６１／６６７，２４２号、
および、２０１２年１０月３日に出願された“Improvement of the pruning process for
 inter-view candidate”と題された米国特許仮出願番号６１／７４４，８５９号から、
優先権を主張するものであり、その内容は引用によって本願に援用される。
【０００２】
　本発明は、三次元ビデオ符号化に関するものであって、特に、インター予測またはマー
ジ／スキップモードにおける３Ｄビデオ符号化の候補リストの導出に関するものである。
【背景技術】
【０００３】
　三次元（３Ｄ）テレビは、近年、視聴者に、感覚的な視覚体験をもたらす技術となって
いる。３Ｄ鑑賞を可能にするために、各種技術が発展している。それらの間で、多視点ビ
デオは、その他の中の３ＤＴＶアプリケーションの鍵となる技術である。従来のビデオは
、カメラの視点からの光景の単一ビューだけを視聴者に提供する二次元（２Ｄ）媒体であ
る。しかし、多視点ビデオは、動的光景の任意の視点を提供し、視聴者に現実の感覚を提
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供することができる。
【０００４】
　多視点ビデオは、一般に、多数のカメラを同時に用いることにより光景を捕捉すること
により形成され、多数のカメラは適切に配置されて、各カメラが、一視点からの光景を捕
捉する。したがって、多数のカメラは、多重の視点に対応する多重動画像列を捕捉する。
さらに多くの表示を提供するため、さらに多くのカメラが用いられて、表示に関連する多
くの動画像列と、多視点ビデオを生成する。したがって、多視点ビデオは、保存のための
大きい格納スペースおよび／または伝送のための高バンド幅を必要とする。よって、多視
点ビデオ符号化技術は、必要な格納スペースまたは送信バンド幅を減少させるという技術
領域中で発展している。
【０００５】
　真正面から正直に攻めるやり方は、従来のビデオ符号化技術を、単独で、各単一ビュー
動画像列に適用すると共に、異なるビュー間では相互関係を無視するというものである。
このような符号化システムは、とても非効率である。多視点ビデオ符号化の効率を改善す
るため、一般の多視点ビデオ符号化はビュー間冗長を利用する。よって、大部分の３Ｄビ
デオ符号化（３ＤＶＣ）システムは、多重ビューと深度図に関連する映像データの相互関
係を考慮する。標準的な発展体、ＩＴＵ－Ｔビデオ符号化専門家グループ（ＶＣＥＧ）と
ＩＳＯ／ＩＥＣエムペグ（Moving Picture Experts Group、MPEG）のジョイントビデオチ
ームは、Ｈ．２６４／ＭＰＥＧ－４ ＡＶＣを、ステレオと多視点ビデオの多視点ビデオ
符号化（ＭＶＣ）に拡張する。
【０００６】
　ＭＶＣは、時間的予測と空間予測を採用し、圧縮効率を改善する。ＭＶＣの発展中、い
くつかのマクロブロックレベルの符号化ツールが提案され、照明補償、適応参照フィルタ
リング、動きスキップモードとビュー合成予測を含む。これらの符号化ツールが提案され
、多重ビュー間の冗長を利用する。照明補償は、異なるビュー間の照明変動の補償を対象
とする。カメラ間の焦点ミスマッチのため、適応参照フィルタリングは、変動を減らすこ
とを目的としている。動きスキップモードは、別のビューから推論される現在のビュー中
で、運動ベクトルを許可する。ビュー合成予測は、別のビューから現在のビューのピクチ
ャを予測する。
【０００７】
　しかし、ＭＶＣにおいて、深度図とカメラパラメーターは符号化されない。新世代の３
Ｄビデオ符号化（３ＤＶＣ）の近年の標準化発展において、テクスチャデータ、深さデー
タとカメラパラメーターがすべて符号化される。たとえば、図１は、３Ｄビデオ符号化の
一般的予測構造を示し、標準適合ビデオコーダーが、ベースビュービデオ（base-view vi
deo）に用いられる。入ってくる３Ｄ映像データは、多重ビューに対応するイメージ（１
１０－０，１１０－１，１１０－２，…）からなる。各ビューに収集されるイメージは、
対応する視点の画像シーケンスを形成する。通常、ベースビュー（独立視点とも称される
）に対応する画像シーケンス１１０－０は、単独で、ビデオコーダー１３０－０適合によ
り、ビデオ符号化基準、たとえば、Ｈ．２６４／ＡＶＣまたはＨＥＶＣ（高効率ビデオ符
号化）に符号化される。従属視点（つまり、視点１，２，…）に関する画像シーケンスの
ビデオコーダー（１３０－１，１３０－２，…）は、時間的予測に加え、さらに、ビュー
間予測を利用する。ビュー間予測は図１の短い点線によって示される。
【０００８】
　相互作用的アプリケーションをサポートするため、それぞれのビューで光景に関連する
深度図（１２０－０，１２０－１，１２０－２，…）も、ビデオビットストリーム中に含
まれる。深度図に関連するデータを減少させるため、深度図は、深度図符号器（１４０－
０，１４０－１，１４０－２，…）を用いて圧縮され、圧縮深度図データは、図１に示さ
れるビットストリーム中に含まれる。マルチプレクサ１５０が用いられて、画像符号器と
深度図符号器から、圧縮データを結合する。立体情報（depth information）は、選択さ
れたインター予測視点で、バーチャルビューを合成するのに用いられる。選択された視点
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に対応するイメージは、別の視点に対応するイメージに基づいて、ビュー間予測を用いて
符号化される。この場合、選択された視点のイメージは、従属視点と呼ばれる。
【０００９】
　隣接するビューの前に符号化された動き情報を再利用するために、ＨＥＶＣベース３Ｄ
ビデオ符号化バージョン３．１（ＨＴＭ３．１）の参照ソフトウェアにおいて、ビュー間
候補が、インター（つまり、時間的）、マージおよびスキップモードの運動ベクトル（Ｍ
Ｖ）または視差ベクトル（ＤＶ）候補として加えられる。ＨＴＭ３．１において、符号化
ユニット（ＣＵ）である圧縮のための基本単位は、２Ｎｘ２Ｎ四角ブロックである。所定
の最小サイズに到達するまで、各ＣＵは、再帰的に、四つの小さいＣＵに分割される。各
ＣＵは、ひとつ以上の予測単位（ＰＵｓ）を含む。３ＤＶ－ＨＴＭにおいて、ビュー間候
補導出プロセスは、選択工程、すなわち、冗長候補を除去する工程を含む。選択工程は、
インター予測、マージおよびスキップモードで、空間候補だけに適用される。選択工程は
、時間的候補にもビュー間候補にも適用されない。マージ候補導出プロセスが図２で示さ
れる。
【００１０】
　図２に示されるように、選択工程は、少数の並列な、空間候補間の動き情報比較を含む
。たとえば、空間候補１－４（２１１－２１４）が選択されて、数量が削減された空間候
補または候補をマージ候補リスト（２５０）に提供する。マージ候補導出プロセスにおい
て、時間的候補およびビュー間候補が、選択工程から除外される。つまり、ビュー間候補
と時間的候補は、常に、選択された候補リスト中に含まれる。空間候補の動き情報は、こ
の空間候補の特定条件に基づいて、マージリスト中に挿入される。運動ベクトルがＡ１に
対し有効である場合、選択工程は、常に、リスト中で、Ａ１（図３に示される）を保留す
る。マージ候補リストから除外されるこれらの空間候補の条件は以下のようである（図３
に示される）：
・Ｂ１：Ｂ１は、Ａ１と同じ動き情報を有する（矢印３１０で示される）
・Ｂ０：Ｂ０は、Ｂ１と同じ動き情報を有する（矢印３２０で示される）
・Ａ０：Ａ０は、Ａ１と同じ動き情報を有する（矢印３３０で示される）
・Ｂ２：Ｂ２は、Ａ１と同じ動き情報を有する（矢印３４０で示される）またはＢ１と同
じ動き情報を有する（矢印３５０で示される）。Ａ１，Ｂ１，Ｂ０またはＡ０のいづれか
がマージリストから除外される場合のみ、Ｂ２がチェックされる。
【００１１】
　空間隣接ブロックの位置は図３に示され、空間隣接ブロック集合は、現在のブロックの
対角線上の左下隅の位置（つまり、Ａ０）、現在のブロックの左下側に隣接する位置（つ
まり、Ａ１）、現在のブロックの対角線上の左上隅の位置（つまり、Ｂ２）、現在のブロ
ックの対角線上の右上隅の位置（つまり、Ｂ０）、および、現在のブロックの右上側に隣
接する位置（つまり、Ｂ１）を含む。ブロック指定（すなわち、Ｂ０，Ｂ１，Ｂ２，Ａ０
とＡ１）が上述のようであるとき、便宜上、ブロック指定は、ブロックに関連する運動ベ
クトルまたは運動ベクトル予測を参照する。たとえば、“Ａ１は有効”は“Ａ１の運動ベ
クトルは有効”という意味を含む。ＨＴＭ３．１において、インター予測モードの候補集
合は、一ビュー間予測（候補）、二つの空間予測（候補）とひとつの時間的予測（候補）
を含む：
１．　　ビュー間予測（候補），
２．　　１st空間予測（候補），
３．　　２nd空間予測（候補）および
４．　　時間的予測（候補）
【００１２】
　ＨＴＭ３．１中の二個の空間候補は、現在のブロックの左下側に隣接するＡ１ブロック
と現在のブロックの右上側に隣接するブロックＢ１に対応する。ビュー間予測（候補）は
、深度図から導出するビュー間画像または視差ベクトル中、対応するブロックの運動ベク
トルである。時間的予測（候補）は、配列された画像中に位置するブロック（TBRまたはT
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CTR）から生成される。ＨＴＭｖ３．１において、有効なビュー間と空間予測の数が２で
ある時だけ、選択工程が適用されて、これらの二つの予測を比較し、冗長の方を除去する
。時間的予測が、選択工程から除外される。選択工程の後、最初の三つの有効な予測だけ
が、候補集合に含まれる。図２に示されるように、有効な予測の数が３より小さい場合、
ゼロ予測（２４０）が挿入される。
【００１３】
　マージ候補リスト中の候補の総数が、リストサイズ（たとえば、５）より小さい場合、
ひとつ以上の結合された運動ベクトルが、追加候補として追加される。結合されたＭＶＰ
２３０を用いることにより、選択工程２２０から、結合された運動ベクトルが、選択され
た空間候補から生成される。たとえば、バイプレディクティブ（bi-predictive）マージ
候補は、リスト０中で、リファレンス画像をポイントするＭＶ候補とリスト１中で、リフ
ァレンス画像をポイントする別のＭＶ候補を結合することにより形成される。
改善されたパフォーマンス、たとえば、RD－レートまたは減少した計算時間または記憶保
存を導くビュー間候補、空間候補および時間的候補で、選択工程を発展させることが望ま
れる。
【００１４】
　上述の討論に示されるように、候補集合導出プロセスは、各種空間と時間的隣接ブロッ
クを含む。候補集合導出の複雑性を減少させ、システムパフォーマンスへの顕著な影響が
ないことが望まれる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　本発明においては、三次元ビデオ符号化または復号化システムのための方法と装置が開
示される。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明の実施形態は、選択工程を、ひとつ以上の空間候補およびビュー間候補と時間的
候補の少なくともひとつに適用し、保留候補集合を生成する。選択工程は、ひとつ以上の
空間候補およびビュー間候補と時間的候補の少なくともひとつ間で、任意の冗長候補を除
去する。その後、マージ／スキップ候補リストが生成され、保留候補集合を含む。一実施
形態において、ひとつ以上の空間候補とビュー間候補が選択工程により処理されると共に
、時間的候補は、選択工程から除外される。別の実施形態において、ひとつ以上の空間候
補と時間的候補が選択工程により処理され、ビュー間候補は選択工程から除外される。
【００１７】
　本発明の一形態は、選択工程に取り組む。選択工程が、ひとつ以上の空間候補とビュー
間候補に適用されるとき、ビュー間候補は、ひとつ以上の空間候補のうちのひとつと同じ
動き情報を有する場合、ビュー間候補が、候補リストから選択される。ひとつ以上の空間
候補のうちのひとつは、ひとつ以上の空間候補の第一有効候補に対応する。ひとつ以上の
空間候補のうちのひとつは、また、隣接ブロック集合のＡ１またはＢ１ブロックに対応す
る。選択工程が、ひとつ以上の空間候補と時間的候補に適用されるとき、時間的候補が、
ひとつ以上の空間候補のうちのひとつと同じ動き情報を有する場合、時間的候補は、候補
リストから選択される。さらに、ひとつ以上の空間候補のうちのひとつは、ひとつ以上の
空間候補の第一有効候補に対応する。また、ひとつ以上の空間候補のうちのひとつは、隣
接ブロック集合のＡ１またはＢ１ブロックに対応する。ビュー間または時間的候補の選択
に代わって、空間候補も選択される。たとえば、Ａ１候補が、ビュー間候補または時間的
候補と同じ動き情報を有する場合、Ａ１候補は、候補リストから選択することができる。
同様に、Ｂ１候補が、ビュー間候補または時間的候補と同じ動き情報を有する場合、Ｂ１
候補が、候補リストから選択される。選択工程は、任意の順序で、候補を有する候補集合
に適用される。
【００１８】
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　本発明の別の実施形態において、インター予測、マージまたはスキップモードにおける
３Ｄビデオ符号化の選択工程が開示される。現在のブロックの空間隣接ブロックに関連す
る空間候補および現在のブロックのビュー間候補が決定される。候補は、運動ベクトル候
補または視差ベクトル候補である。選択工程が選択候補集合に適用されて、保留候補集合
を生成する；選択候補集合は、ビュー間候補と少なくとも二つの空間候補を含み、選択工
程は、選択候補集合中の任意の冗長候補を除去する。その後、保留候補集合を含むインタ
ー予測、マージまたはスキップ候補リストが生成される。処理されるデータが、それぞれ
、インター予測、マージまたはスキップモードで、符号化または復号化されるとき、イン
ター予測、マージまたはスキップ候補リストを用いて、ビュー間予測符号化または復号化
は、処理されるデータに適用される。一実施形態において、選択候補集合は、ビュー間候
補、第一空間候補および第二空間候補に対応し、選択工程は、ビュー間候補と第一空間候
補間の一比較、および、ビュー間候補と第二空間候補間の別の比較に対応する。さらに、
第一または第二空間候補が、ビュー間候補と異なる場合に限り、第一または第二空間候補
は、それぞれ、インター予測、マージまたはスキップモードのインター予測、マージまた
はスキップ候補リストで保留される。別の実施形態において、選択候補集合は、さらに、
時間的候補を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図１は、三次元ビデオ符号化システムの予測構造の例を示す図である。
【図２】図２は、３ＤＶ－ＨＴＭバージョン３．１に従ったマージ候補リストの導出プロ
セスの例を示す図である。
【図３】図３は、３ＤＶ－ＨＴＭバージョン３．１に従ったマージ候補リストの空間候補
における選択工程を示す図である。
【図４】図４は、本発明の一実施形態によるマージ／スキップ候補リストの空間候補とビ
ュー間候補における導出プロセスの例を示す図である。
【図５】図５は、本発明の一実施形態によるインター予測（ＡＭＶＰ）候補リストの空間
候補とビュー間候補における導出プロセスの例を示す図である。
【図６】図６は、本発明の一実施形態によるインター予測またはマージ／スキップ候補リ
ストの導出プロセスの例を示す第１の図である。
【図７】図７は、本発明の一実施形態によるインター予測またはマージ／スキップ候補リ
ストの導出プロセスの例を示す第２の図である。
【図８】図８は、本発明の一実施形態によるインター予測またはマージ／スキップ候補リ
ストの導出プロセスの例を示す第３の図である。
【図９】図９は、本発明の一実施形態によるマージ／スキップ候補リストの空間候補、時
間的候補およびビュー間候補における導出プロセスの例を示す図である。
【図１０】図１０は、本発明の一実施形態によるインター予測（ＡＭＶＰ）候補リストの
空間候補、時間的候補およびビュー間候補における導出プロセスの例を示す図である。
【図１１】図１１は、本発明の一実施形態によるインター予測またはマージ／スキップ候
補リストの導出プロセスの例を示す第１の図である。
【図１２】図１２は、本発明の一実施形態によるインター予測またはマージ／スキップ候
補リストの導出プロセスの例を示す第２の図である。
【図１３】図１３は、本発明の一実施形態によるインター予測またはマージ／スキップ候
補リストの導出プロセスの例を示す第３の図である。
【図１４】図１４は、本発明の一実施形態によるインター予測またはマージ／スキップ候
補リストの導出プロセスの例を示す第４の図である。
【図１５】図１５は、本発明の一実施形態によるインター予測またはマージ／スキップ候
補リストの導出プロセスの例を示す第５の図である。
【図１６】図１６は、本発明の一実施形態によるインター予測またはマージ／スキップ候
補リストの導出プロセスの例を示す第６の図である。
【図１７】図１７は、本発明の一実施形態によるインター予測またはマージ／スキップ候



(8) JP 2015-525997 A5 2016.6.30

補リストの導出プロセスの例を示す第７の図である。
【図１８】図１８は、本発明の一実施形態による選択工程を組み込んだ三次元符号化シス
テムのフローチャートである。
【図１９】図１９は、本発明の一実施形態による選択工程を組み込んだ別の三次元符号化
システムのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　三次元ビデオ符号化または復号化システム中、インター予測（Inter）またはマージ／
スキップ候補リストの選択工程（pruning process）が開示され、選択工程は、空間候補
およびビュー間（inter-view）候補と時間的候補の少なくともひとつに適用される。
【００２１】
　第一実施形態において、選択工程は、インター予測、マージおよびスキップモードの空
間候補とビュー間候補に適用される。時間的候補は、選択工程から除外される。図４は、
マージ／スキップモードのマージ／スキップ候補導出プロセスを示す図で、ビュー間候補
２１０と空間候補１－４（２１１－２１４）が選択工程４１０に提供される。時間的候補
（２１５）に沿った選択工程４１０からの保留候補（つまり、選択工程により除去されな
い候補）が、マージ／スキップ候補リスト４３０中に含まれる。マージ／スキップ候補リ
スト４３０のリストサイズがスレショルドより小さい場合、結合されたＭＶＰ４２０を用
いることにより、結合されたマージ／スキップ候補が加えられる。結合されたＭＶＰ４２
０は、選択工程４１０と時間的候補２１５からの保留候補を用いて、ひとつ以上のバイプ
レディクティブマージ／スキップ候補を形成する。マージ／スキップ候補の数量がスレシ
ョルド（たとえば、３）より少ない場合、ゼロＭＶＰ（２４０）は、マージ／スキップ候
補リスト４３０中に含まれる。図５は、インター予測モードのインター予測候補導出プロ
セスを示し、選択工程５２０が、ビュー間候補２１０、第一空間候補５１１と第二空間候
補５１２に適用される。その後、選択工程５２０からの保留候補は、時間的候補２１５と
共に、インター予測候補リスト５３０中に含まれる。再度、候補の数量がスレショルド以
下である場合、ゼロＭＶＰ（２４０）は、インター予測候補リスト５３０中に含まれる。
インター予測モードは、この領域で、高効率ビデオ符号化（ＨＥＶＣ）として知られてい
る高度な運動ベクトル予測（ＡＭＶＰ）方法に対応する。この開示において、候補は、運
動ベクトルまたは視差ベクトルに対応する。
【００２２】
　第二実施形態において、インター予測、マージおよびスキップモードの選択工程は、空
間候補とビュー間候補からの候補間で、少数の並列な動き情報比較を実行する。時間的候
補は、選択工程から除外される。この空間候補またはビュー間候補の特定条件に基づいて
、空間候補またはビュー間候補の動き情報がマージ／スキップ候補リストに挿入される。
動き情報（たとえば、運動ベクトルまたは視差ベクトル）がＡ１に対し有効である場合、
選択工程は、常に、リスト中で、Ａ１を保留する。インター予測またはマージ／スキップ
候補リストから排除される空間とビュー間候補の候補は以下のようである（図６に示され
る）：
・Ｂ１：Ｂ１はＡ１と同じ動き情報を有する（矢印６１０で示される）
・Ｂ０：Ｂ０はＢ１と同じ動き情報を有する（矢印６２０で示される）
・Ａ０：Ａ０はＡ１と同じ動き情報を有する（矢印６３０で示される）
・Ｂ２：Ｂ２はＡ１と同じ動き情報を有する（矢印６４０で示される）またはＢ１と同じ
動き情報を有する（矢印６５０で示される）。Ａ１，Ｂ１，Ｂ０またはＡ０のいづれかが
、インター予測またはマージ／スキップ候補リストから除外される場合のみ、Ｂ２がチェ
ックされる。
・Ｉ：ＩはＡ１と同じ動き情報を有する（Ｉはビュー間候補）（矢印６６０で示される）
【００２３】
　第三実施形態において、インター予測、マージおよびスキップモードの選択工程は、空
間候補とビュー間候補からの候補間の少数の並列な動き情報比較を実行する。時間的候補
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は、選択工程から除外される。この空間候補またはビュー間候補の特定条件に基づいて、
空間候補またはビュー間候補の動き情報が、マージ／スキップ候補リスト中に挿入される
。動き情報（たとえば、運動ベクトルまたは視差ベクトル）がＩに対し有効である場合、
選択工程は、常に、マージ／スキップ候補リスト中で、Ｉ（つまり、ビュー間候補）を保
留する。インター予測またはマージ／スキップ候補リストから除外される空間候補の条件
は以下のようである（図７に示される）：
・Ａ１：Ａ１はＩと同じ動き情報を有する（矢印７１０で示される）
・Ｂ１：Ｂ１はＡ１と同じ動き情報を有する（矢印７２０で示される）
・Ｂ０：Ｂ０はＢ１と同じ動き情報を有する（矢印７３０で示される）
・Ａ０：Ａ０はＡ１と同じ動き情報を有する（矢印７４０で示される）
・Ｂ２：Ｂ２はＡ１と同じ動き情報を有する（矢印７５０で示される）またはＢ１と同じ
動き情報を有する（矢印７６０で示される）。Ａ１，Ｂ１，Ｂ０またはＡ０のいづれかが
インター予測またはマージ／スキップ候補リストから除外される場合のみ、Ｂ２がチェッ
クされる。
【００２４】
　第四実施形態において、インター予測、マージおよびスキップモードの選択工程は、空
間、時間的及びビュー間候補からの候補間で、少数の並列な動き情報比較を実行する。こ
の空間候補、時間的候補またはビュー間候補の特定条件に基づいて、空間候補、時間的候
補またはビュー間候補の動き情報が、インター予測またはマージ／スキップ候補リストに
挿入される。動き情報（たとえば、運動ベクトルまたは視差ベクトル）がＡ１に対し有効
である場合、選択工程は、常に、リスト中で、Ａ１を保留する。インター予測またはマー
ジ／スキップ候補リストから排除される空間候補、時間的候補およびビュー間候補の条件
は以下のようである（図８に示される）：
・Ｂ１：Ｂ１はＡ１と同じ動き情報を有する（矢印８１０で示される）
・Ｂ０：Ｂ０はＢ１と同じ動き情報を有する（矢印８２０で示される）
・Ａ０：Ａ０はＡ１と同じ動き情報を有する（矢印８３０で示される）
・Ｂ２：Ｂ２はA１と同じ動き情報を有する（矢印８４０で示される）またはＢ１と同じ
動き情報を有する（矢印８５０で示される）。Ａ１，Ｂ１，Ｂ０またはＡ０のいづれかが
、インター予測またはマージ／スキップ候補リストから除外される場合のみ、Ｂ２がチェ
ックされる。
・Ｉ：ＩＡ１と同じ動き情報を有する（矢印８６０で示される）
・T：TはＡ１と同じ動き情報を有する（Tは時間的候補）（矢印８７０で示される）
【００２５】
　第五実施形態において、選択工程は、インター予測、マージおよびスキップモードの空
間候補、時間的候補およびビュー間候補に適用される。図９は、マージ／スキップモード
のマージ／スキップ候補導出プロセスを示し、ビュー間候補２１０、空間候補１－４（２
１１－２１４）と時間的候補２１５が選択工程９１０に提供される。選択工程９１０から
の保留候補は、マージ／スキップ候補リスト９３０中に含まれる。候補の数量がスレショ
ルド（たとえば、３）より小さい場合、ゼロＭＶＰ（２４０）は、マージ／スキップ候補
リスト９３０中に含まれる。マージ／スキップ候補リストの候補の数量がスレショルド（
たとえば、５）以下である場合、結合されたＭＶＰ９２０を用いて、ひとつ以上の結合さ
れたＭＶＰが含まれる。選択工程９１０からの保留候補に基づいて、結合されたＭＶＰプ
ロセス（９２０）が、ひとつ以上のバイプレディクティブマージ／スキップ候補を生成す
る。図１０は、インター予測モードのインター予測（ＡＭＶＰ）候補導出プロセスを示す
図であり、選択工程１０１０は、ビュー間候補２１０、第一空間候補５１１、第二空間候
補５１２と時間的候補２１５に適用される。その後、選択工程１０１０からひとつ以上の
保留候補は、インター予測（ＡＭＶＰ）候補リスト１０２０中に含まれる。再度、候補の
数量がスレショルド（たとえば、３）以下である場合、ゼロＭＶＰ（２４０）は、インタ
ー予測（ＡＭＶＰ）候補リスト１０２０中に含まれる。
【００２６】
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　第六実施形態において、インター予測（ＡＭＶＰ）モードの選択工程は、二個の空間候
補間の一比較だけを実行する。時間的候補とビュー間候補は、選択工程から除外される。
たとえば、それが、第一空間候補と異なる場合だけ、第二空間候補が、候補集合に挿入さ
れる。ＨＴＭ３．１中、インター予測モードの二個の空間候補は、現在のブロックの左下
側に隣接するＡ１ブロックと現在のブロックの右上側に隣接するＢ１ブロックに対応する
。しかし、本発明によるインター予測モードの二個の空間候補は、Ａ１とＢ１以外の空間
隣接ブロックと関連する。
【００２７】
　第七実施形態において、インター予測（ＡＭＶＰ）モードの選択工程は、空間とビュー
間候補からの候補間で、少数の並列な動き情報比較を実行する。時間的候補は、選択工程
から除外される。この空間候補またはビュー間候補の特定条件に基づいて、空間候補また
はビュー間候補の動き情報が候補集合に挿入される。それが有効である限りは、第一空間
候補は、常に、インター予測（ＡＭＶＰ）候補リストに挿入される。インター予測（ＡＭ
ＶＰ）候補リストから除外される空間とビュー間候補の条件は以下のようである。
・第二空間候補：第二空間候補は、第一空間と同じ動き情報を有する。
・ビュー間候補：ビュー間候補は、第一空間候補と同じ動き情報を有する。
【００２８】
　第八実施形態において、インター予測（ＡＭＶＰ）モードの選択工程は、空間とビュー
間候補からの候補間で、少数の並列な動き情報比較を実行する。時間的候補は、選択工程
から除外される。この空間候補またはビュー間候補の特定条件に基づいて、空間候補また
はビュー間候補の動き情報が候補集合に挿入される。それが有効である限りは、ビュー間
候補は、常に、インター予測（ＡＭＶＰ）候補リストに挿入される。インター予測（ＡＭ
ＶＰ）候補リストから除外される空間候補の条件は以下のようである。
・第一空間候補：第一空間候補は、ビュー間候補と同じ動き情報を有する。
・第二空間候補：第二空間候補は、第一空間候補と同じ動き情報を有する。
【００２９】
　第九実施形態において、インター予測（ＡＭＶＰ）モードの選択工程は、空間候補、時
間的候補およびビュー間候補からの候補間で、少数の並列な動き情報比較を実行する。こ
の空間候補、時間的候補またはビュー間候補の特定条件に基づいて、空間候補、時間的候
補またはビュー間候補の動き情報が候補集合に挿入される。それが有効である限りは、第
一空間候補は、常に、インター予測（ＡＭＶＰ）候補リストに挿入される。インター予測
（ＡＭＶＰ）候補リストから除外される空間候補、時間的候補およびビュー間候補の条件
は以下のようである。
・第二空間候補：第二空間候補は、第一空間候補と同じ動き情報を有する。
・ビュー間候補：ビュー間候補は、第一空間候補と同じ動き情報を有する。
・時間的候補：時間的候補は、第一空間と同じ動き情報を有する。
【００３０】
　第十実施形態において、インター予測、マージおよびスキップモードの選択工程は、空
間候補とビュー間候補からの候補間で、少数の並列な動き情報比較を実行する。時間的候
補は、選択工程から除外される。この空間候補またはビュー間候補の特定条件に基づいて
、空間候補またはビュー間候補の動き情報が、インター予測またはマージ／スキップ候補
リストに挿入される。動き情報（たとえば、運動ベクトルまたは視差ベクトル）がＡ１に
対し有効である場合、選択工程は、常に、リスト中で、空間候補Ａ１を保留する。インタ
ー予測またはマージ／スキップ候補リストから除外される空間とビュー間候補の条件は以
下のようである（図１１に示される）：
・Ｉ：Ｉは、Ａ１と同じ動き情報を有する（矢印１１１０で示される）
・Ｂ１：Ｂ１は、Ａ１と同じ動き情報を有する（矢印１１２０で示される）
・Ｂ０：Ｂ０は、Ｂ１と同じ動き情報を有する（矢印１１３０で示される）
・Ａ０：Ａ０は、Ａ１と同じ動き情報を有する（矢印１１４０で示される）
先ほどの例において、Ｂ２が有効である場合、Ｂ２は、インター予測またはマージ／スキ
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ップ候補リスト中に含まれる。たとえば、Ｂ２は動き情報を有するか、または、イントラ
符号化ブロックではない。Ａ１，Ｂ１，Ｂ０またはＡ０のいづれかが、インター予測また
はマージ／スキップ候補リストから除外される場合のみ、Ｂ２がチェックされる。
【００３１】
　第十一実施形態において、インター予測、マージおよびスキップモードの選択工程は、
空間候補とビュー間候補からの候補間で、少数の並列な動き情報比較を実行する。時間的
候補は、選択工程から除外される。この空間候補またはビュー間候補の特定条件に基づい
て、空間候補またはビュー間候補の動き情報が、インター予測またはマージ／スキップ候
補リストに挿入される。運動ベクトルがＩに対し有効である場合、選択工程は、常に、イ
ンター予測またはマージ／スキップ候補リスト中で、Ｉ（つまり、ビュー間候補）を保留
する。インター予測またはマージ／スキップ候補リストから除外される空間候補の条件は
以下のようである（図１２に示される）：
・Ａ１：Ａ１はＩと同じ動き情報を有する（矢印１２１０で示される）
・Ｂ１：Ｂ１は、Ａ１と同じ動き情報を有する（矢印１２２０で示される）
・Ｂ０：Ｂ０は、Ｂ１と同じ動き情報を有する（矢印１２３０で示される）
・Ａ０：Ａ０は、Ａ１と同じ動き情報を有する（矢印１２４０で示される）
先ほどの例において、Ｂ２が有効である場合、Ｂ２は、インター予測またはマージ／スキ
ップ候補リスト中に含まれる。たとえば、Ｂ２は動き情報を有するかまたは、イントラ符
号化ブロックではない。Ａ１，Ｂ１，Ｂ０またはＡ０のいづれかが、インター予測または
マージ／スキップ候補リストから除外される場合のみ、Ｂ２が確認される。
【００３２】
　第十二実施形態において、インター予測、マージおよびスキップモードの選択工程は、
空間候補とビュー間候補からの候補間で、少数の並列な動き情報比較を実行する。時間的
候補は、選択工程から除外される。この空間候補またはビュー間候補の特定条件に基づい
て、空間候補またはビュー間候補の動き情報が、インター予測またはマージ／スキップ候
補リストに挿入される。動き情報（たとえば、運動ベクトルまたは視差ベクトル）がＡ１
に対し有効である場合、選択工程は、常に、インター予測またはマージ／スキップ候補リ
スト中、Ａ１を保留する。マージ／スキップ候補リストから除外される空間とビュー間候
補の条件は以下のようである（図１３に示される）：・Ｉ：Ｉは、Ａ１と同じ動き情報を
有する（矢印１３１０で示される）または、Ｂ１と同じ動き情報を有する（矢印１３７０
で示される）
・Ｂ１：Ｂ１は、Ａ１と同じ動き情報を有する（矢印１３２０で示される）
・Ｂ０：Ｂ０は、Ｂ１と同じ動き情報を有する（矢印１３３０で示される）
・Ａ０：Ａ０は、Ａ１と同じ動き情報を有する（矢印１３４０で示される）
・Ｂ２：Ｂ２は、Ａ１と同じ動き情報を有する（矢印１３５０で示される）または、Ｂ１
と同じ動き情報を有する（矢印１３６０で示される）。Ａ１，Ｂ１，Ｂ０またはＡ０のい
づれかが、インター予測またはマージ／スキップ候補リストから除外される場合のみ、Ｂ
２がチェックされる。
【００３３】
　第十三実施形態において、インター予測、マージおよびスキップモードの選択工程は、
空間候補とビュー間候補からの候補間で、少数の並列な動き情報比較を実行する。時間的
候補は、選択工程から除外される。この空間候補またはビュー間候補の特定条件に基づい
て、空間候補またはビュー間候補の動き情報が、マージ／スキップ候補リストに挿入され
る。運動ベクトルがＡ１に対し有効である場合、選択工程は、常に、インター予測または
マージ／スキップ候補リストで、A１を保留する。インター予測またはマージ／スキップ
候補リストから除外される空間とビュー間候補の条件は以下のようである（図１４）：
・Ｉ：Ｉは、Ａ１と同じ動き情報を有する（矢印１４１０で示される）または、Ｂ１と同
じ動き情報を有する（矢印１４５０で示される）
・Ｂ１：Ｂ１は、Ａ１と同じ動き情報を有する（矢印１４２０で示される）
・Ｂ０：Ｂ０は、Ｂ１と同じ動き情報を有する（矢印１４３０で示される）
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・Ａ０：Ａ０は、Ａ１と同じ動き情報を有する（矢印１４４０で示される）
先ほどの例において、Ｂ２が有効である場合、Ｂ２がインター予測またはマージ／スキッ
プ候補リスト中に含まれる。たとえば、Ｂ２は動き情報を有するまたはイントラ符号化ブ
ロックではない。Ａ１，Ｂ１，Ｂ０またはＡ０のいづれかが、インター予測またはマージ
／スキップ候補リストから除外される場合のみ、Ｂ２がチェックされる。
【００３４】
　第十四実施形態において、インター予測、マージおよびスキップモードの選択工程は、
空間候補とビュー間候補からの候補間で、少数の並列な動き情報比較を実行する。時間的
候補は、選択工程から除外される。この空間候補またはビュー間候補の特定条件に基づい
て、空間候補またはビュー間候補の動き情報は、インター予測またはマージ／スキップ候
補リストに挿入される。運動ベクトルがＩに対し有効である場合、選択工程は、常に、イ
ンター予測またはマージ／スキップ候補リスト中で、Ｉ（つまり、ビュー間候補）を保留
する。インター予測またはマージ／スキップ候補リストから除外されるこれらの空間候補
の条件は以下のようである（図１５に示される）：
・Ａ１：Ａ１はＩと同じ動き情報を有する（矢印１５１０で示される）
・Ｂ１：Ｂ１は、Ａ１と同じ動き情報を有する（矢印１５２０で示される）またはＩと同
じ動き情報を有する（矢印１５３０で示される）
・Ｂ０：Ｂ０は、Ｂ１と同じ動き情報を有する（矢印１５４０で示される）
・Ａ０：Ａ０は、Ａ１と同じ動き情報を有する（矢印１５５０で示される）
・Ｂ２：Ｂ２は、Ａ１と同じ動き情報を有する（矢印１５６０で示される）または、Ｂ１
と同じ動き情報を有する（矢印１５７０で示される）。Ａ１，Ｂ１，Ｂ０またはＡ０のい
づれかが、インター予測またはマージ／スキップ候補リストから除外される場合のみ、Ｂ
２がチェックされる。
【００３５】
　第十五実施形態において、インター予測、マージおよびスキップモードの選択工程は、
空間候補とビュー間候補からの候補間で、少数の並列な動き情報比較を実行する。時間的
候補は、選択工程から除外される。この空間候補またはビュー間候補の特定条件に基づい
て、空間候補またはビュー間候補の動き情報が、インター予測またはマージ／スキップ候
補リストに挿入される。動き情報（たとえば、運動ベクトルまたは視差ベクトル）がＩに
対して有効である場合、選択工程は、常に、マージ／スキップ候補リスト中で、Ｉ（つま
り、ビュー間候補）を保留する。マージ／スキップ候補リストから除外される空間候補の
条件は以下のようである（図１６に示される）：
・Ａ１：Ａ１はＩと同じ動き情報を有する（矢印１６１０で示される）
・Ｂ１：Ｂ１は、Ａ１と同じ動き情報を有する（矢印１６２０で示される）またはＩと同
じ動き情報を有する（矢印１６３０で示される）
・Ｂ０：Ｂ０は、Ｂ１と同じ動き情報を有する（矢印１６４０で示される）
・Ａ０：Ａ０は、Ａ１と同じ動き情報を有する（矢印１６５０で示される）
先ほどの例において、Ｂ２が有効である場合、Ｂ２がインター予測またはマージ／スキッ
プ候補リスト中に含まれる。たとえば、Ｂ２は動き情報を有するまたはイントラ符号化ブ
ロックではない。Ａ１，Ｂ１，Ｂ０またはＡ０のいづれかが、インター予測またはマージ
／スキップ候補リストから除外される場合のみ、Ｂ２がチェックされる。
【００３６】
　第十六実施形態において、インター予測、マージおよびスキップモードの選択工程は、
空間候補、時間的候補とビュー間候補からの候補間で、少数の並列な動き情報比較を実行
する。この空間候補、時間的候補またはビュー間候補の特定条件に基づいて、空間候補、
時間的候補またはビュー間候補の動き情報が、インター予測またはマージ／スキップ候補
リストに挿入される。運動ベクトルがＡ１に対し有効である場合、選択工程は、常に、リ
スト中で、Ａ１を保留する。インター予測またはマージ／スキップ候補リストから除外さ
れるこれらの空間候補の条件は以下のようである（図１７に示される）：
・Ｉ：Ｉは、Ａ１と同じ動き情報を有する（Ｉはビュー間候補）（矢印１７１０で示され
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る）
・Ｂ１：Ｂ１は、Ａ１と同じ動き情報を有する（矢印１７２０で示される）
・Ｂ０：Ｂ０は、Ｂ１と同じ動き情報を有する（矢印１７３０で示される）
・Ａ０：Ａ０は、Ａ１と同じ動き情報を有する（矢印１７４０で示される）
・T：Tは、Ａ１と同じ動き情報を有する（矢印１７５０で示される）
先ほどの例において、Ｂ２が有効である場合、Ｂ２は、インター予測またはマージ／スキ
ップ候補リスト中に含まれる。たとえば、Ｂ２は動き情報を有するまたはイントラ符号化
ブロックではない。Ａ１，Ｂ１，Ｂ０またはＡ０のいづれかが、インター予測またはマー
ジ／スキップ候補リストから除外される場合のみ、Ｂ２がチェックされる。
【００３７】
　第十七実施形態において、マージとスキップモードの選択工程だけが、空間候補、時間
的候補およびビュー間候補から候補間で、少数の並列な動き情報比較を実行する。ビュー
間候補、時間的候補、または、ビュー間候補と時間的候補両方が、第一有効空間候補と比
較される。
【００３８】
　第十八実施形態において、インター予測モード（ＡＭＶＰ）の選択工程は、空間とビュ
ー間候補からの候補間で、少数の並列な動き情報比較を実行する。時間的候補は、選択工
程から除外される。この空間候補またはビュー間候補の特定条件に基づいて、空間候補ま
たはビュー間候補の動き情報が、候補集合に挿入される。それが有効である限りは、ビュ
ー間候補は、常に、インター予測（ＡＭＶＰ）候補リストに挿入される。ＡＭＶＰ候補リ
ストから除外される空間候補の条件は以下のようである。
・第一空間候補：第一空間候補は、ビュー間候補と同じ動き情報を有する。
・第二空間候補：第二空間候補は、ビュー間候補と同じ動き情報を有する。
上述の実施形態において、時間的候補に代わって、ビュー間候補が、選択工程から除外さ
れる。それが有効である限りは、時間的候補は、常に、インター予測（ＡＭＶＰ）候補リ
ストに挿入される。また、ビュー間候補と比較するのに代わって、第一と第二空間候補が
、時間的候補と比較される。
【００３９】
　さらに、上述の実施形態において、空間候補が常に候補リスト中に含まれるとき、Ａ１
ブロックが選択される。別の隣接ブロックも選択される。たとえば、空間候補が常に候補
リスト中に含まれるとき、Ａ１ブロックに代わって、Ｂ１ブロックが選択される。
【００４０】
　図１８は、本発明の一実施形態による選択工程を組み込んだ三次元符号または復号化シ
ステムのフローチャートである。ステップ１８１０において、システムは、現在のテクス
チャブロックに関連する処理されるデータを受信する。符号化において、現在のテクスチ
ャブロックに関連する処理されるデータは、オリジナルの画素データ、深さデータまたは
符号化される現在のブロック（たとえば、運動ベクトル、視差ベクトル、運動ベクトル差
異または視差ベクトル差異）に関連する別の情報に対応する。処理されるデータは、さら
に、ビュー間予測される残余画素データに対応する。後者の場合は、残余画素データが、
ビュー間予測を用いて、さらに予測されて、残余画素データの別の残余データを生成する
。復号化において、処理されるデータは、残余データ（残余画素データまたは深さデータ
）、または、別の残余データのビュー間残余データに対応して、画素データまたは深さデ
ータ、または、現在のブロックに関連する別の圧縮されたまたは符号化情報（たとえば、
運動ベクトル、視差ベクトル、運動ベクトル差異または視差ベクトル差異）を再構成する
。処理されるデータは、ストレージ、たとえば、コンピュータメモリ、バッファ（ＲＡＭ
またはＤＲＡＭ）または別の媒体から検索される。処理されるデータは、また、プロセッ
サ、たとえば、処理されるデータを生成するコントローラー、中央処理装置、デジタル信
号プロセッサまたは電子回路から受信される。現在のブロックの空間隣接ブロックに関連
する空間候補および現在のブロックのビュー間候補と時間的候補がステップ１８２０で決
定され、候補は、運動ベクトル候補または視差ベクトル候補に対応する。その後、ステッ



(14) JP 2015-525997 A5 2016.6.30

プ１８３０に示されるように、選択工程が、ひとつ以上の空間候補およびビュー間候補と
時間的候補の少なくともひとつに適用されて、保留候補集合を生成する；選択工程は、ひ
とつ以上の空間候補とビュー間候補と時間的候補の少なくともひとつ間で、任意の冗長候
補を除去する。ステップ１８４０において、マージ／スキップ候補リストが生成され、候
補リストは保留候補集合を含む。その後、ステップ１８５０において、処理されるデータ
が、マージ／スキップモードで符号化または復号化されるとき、ビュー間予測符号化は、
マージ／スキップ候補リストを用いることにより、処理されるデータに適用される。
【００４１】
　図１９は、本発明の一実施形態による選択工程を組み込んだ別の三次元符号化または復
号化システムのフローチャートである。ステップ１９１０に示されるように、システムは
、現在のテクスチャブロックに関連する処理されるデータを受信する。ステップ１９２０
において、現在のブロックの空間隣接ブロックに関連する空間候補と現在のブロックのビ
ュー間候補が決定され、候補は、運動ベクトル候補または視差ベクトル候補に対応する。
その後、ステップ１９３０において、選択工程が、選択候補集合に適用されて、保留候補
集合を生成する；選択候補集合は、ビュー間候補と少なくとも二つの空間候補を含み、選
択工程選択候補集合は、選択候補集合中、任意の冗長候補を除去する。保留候補集合を含
むインター予測、マージまたはスキップ候補リストがステップ１９４０において生成され
る。その後、ステップ１９５０において、処理されるデータが、それぞれ、インター予測
、マージまたはスキップモードで、符号化または復号化されるとき、ビュー間予測符号化
または復号化は、インター予測、マージまたはスキップ候補リストを用いて、処理される
データに適用される。
【００４２】
　上述のフローチャートは、本発明の一実施形態によるひとつ以上の空間候補およびビュ
ー間候補と時間的候補の少なくともひとつに基づいて、保留候補集合を生成する選択工程
の例を説明することを目的する。当該技術を熟知する者なら誰でも、本発明の精神と領域
を脱しない範囲内で、各ステップを修正、再アレンジ、ステップを分割、ステップを結合
することができる。
【００４３】
　上述の記述が提示され、当業者は、特定のアプリケーションとその要求の内容で提供さ
れるように、本発明を実施することができる。記述された具体例への各種修正は当業者に
は明らかであり、ここで定義される一般原則は別の実施形態に適用できる。よって、本発
明は、図示および記述される特定の実施形態に限定されず、開示される原則と新規特徴と
一致する幅広い範囲が認められる。上記の詳細な説明において、本発明を十分に理解する
ため、各種特定の詳細が説明されている。
【００４４】
　上述される本発明の実施形態は、各種ハードウェア、ソフトウェアコード、または、そ
れらの組み合わせで実行される。たとえば、本発明の実施形態は、ビデオ圧縮チップに整
合される回路またはビデオ圧縮ソフトウェアに整合されるプログラムコードで、ここで記
述される処理を実行する。本発明の実施形態は、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）で実
行されるプログラムコードで、ここで記述される処理を実行する。本発明は、さらに、コ
ンピュータプロセッサ、デジタル信号プロセッサ、マイクロプロセッサ、または、フィー
ルドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）により実行される複数の機能を含む。これ
らのプロセッサは、本発明により具体化される特定の方法を定義する機械可読ソフトウェ
アコードまたはファームウェアコードを実行することにより、本発明による特定のタスク
を実行することができる。ソフトウェアコードまたはファームウェアコードは、異なるプ
ログラミング言語および異なるフォーマットまたはスタイルで展開される。ソフトウェア
コードは、異なるターゲットプラットフォームにコンパイルされる。しかし、本発明に関
連するタスクを実行する異なるコードフォーマット、ソフトウェアコードのスタイルと言
語および設定コードの別の手段は、本発明の精神と領域を脱しない。
【００４５】
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　本発明では好ましい実施例を前述の通り開示したが、これらは決して本発明に限定する
ものではなく、当該技術を熟知する者なら誰でも、本発明の精神と領域を脱しない範囲内
で各種の変更を加えることができ、従って本発明の保護範囲は、特許請求の範囲で指定し
た内容を基準とする。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【図２】

【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図４】

【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図５】

【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図９】

【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図１０】

【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図１８】

【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】



(21) JP 2015-525997 A5 2016.6.30

【図１９】


	header
	written-amendment

